
評価項目 審査の視点
評価

a
調整

b
配点
a×b

実施方針
　実施方針は、本事業の目的に合っているか。
　事業内容に関する理解度はあるか。また、本業務
に対する意欲、熱意を感じられるか。

5 2 10

　各種調査手法が具体的に示され、計画策定に必
要な情報の把握・整理が可能な内容となっている
か。
　また、調査結果の分析手法が具体的に示され、計
画策定に必要な客観的な指標等を設定できる内容
となっているか。

5 3 15

　公共交通のあり方について、動的データ（人流
データ等）を的確に活用し、分析する内容となってい
るか。

5 4 20

　県内の広域的な交通圏単位の特性や公共交通の
現状・課題を十分に理解しているか。
　また、提案内容が本県全体の地域公共交通の持
続性・利便性を高めるための内容となっているか。

5 4 20

実
績

過去の実績について

過去３年以内において、本業務と類似の業務を履行
した実績があるなど、これまでの実績面において本
業務を受託するにふさわしい事業者と認められる
か。

5 2 10

経
費

経費の優位性について

　事業の遂行に支障のない妥当な経費見積もりと
なっているか。
　提案内容に比して、経費見積もりが経済的である
か。

5 2 10

業
務
体
制

業務の実施体制について

　事業の遂行にあたり、必要かつ十分な人員体制で
あるか。
　事業計画に無理がなく、妥当なスケジュールであ
るか。
　新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点を踏
まえ、事業執行の工夫を行っているか。

5 3 15

100

※配点について
項目ごとの５段階評価（評価ａ）に、評価の比重（調整b）を乗じたものを配点する。
評価a…非常に優れている：５点、優れている：４点、やや劣っている：２点、劣っている：１点
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